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美しい粒子を大量に！~ 100g/L. 

提供している粒子 



“Beauty” is the ultimate goal. 

We pursue “Well defined” materials. 

テイラーメイドで、ナノ粒子を提供していきます 
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透明導電性酸化物 

ナノインク 

プリンテッドエレクトロニクス 

次世代 太陽電池用電極 

次世代 スマートフォン 

インジウムすず酸化物 ＝ ITO 



単分散ITOナノ粒子の合成と 
透明導電膜への応用  

国家プロジェクト「希少金属資源代替材料開発」 

ＩＴＯナノ粒子合成 

加工技術 

インク処方 

粒子焼成方法開発 

分散・分級技術開発 

バインダー・分散剤選定 

粘度・表面張力調整 

インクジェット法 
（Ａ社） 

・ ゲルーゾル法 

・ 熱分解法 

・ 液相還元法 

間接合成法 

直接合成法 
① 形態制御 

② 焼結防止剤 

③ 液相熱処理法 

・ その他の湿式法 

高濃度高分散コロイド溶液 

静電塗布法 
（B社） 

低温焼成で高透明性、低抵抗、高耐刷性の膜 

インクジェット印刷による膜形成 静電塗布法による膜形成 

たとえば、電子ペーパー用ITOナノインク 
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村松研で開発したITO粒子 
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ITOナノ粒子合成 

インジウム塩，スズ塩，塩基 
エチレングリコール溶液 

250 ℃で熱処理 

ITO粉 

オートクレーブを用いた粒子合成 
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合成時の変化 

250 oC 

1 h 

250 oC, 95 h 

初期溶液 黄色のゲル形成 ITO ナノ粒子 

TMAH conc. 2.0, 2.5 M· · · 

TMAH conc. 1.5 M· · · NaOH system · · · 

ゲル生成条件 

合成条件: TMAH（塩基試薬） 2.0 M, 250 oC 
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高分解能 透過電顕 

HR-TEM image FT image 

FT image 
ストリーク 

HR-TEM image 粒界が観察されない 
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>> 
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IJ ヘッド 
ITO インク 

吐出方向 

Ra: 1.1 nm 
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ITO代替ナノインク 

ITO代替材料も研究対象 

AZO =  Aluminum doped Zinc Oxide 

GZO =  Gallium doped Zinc Oxide 

ATO =  Antimony doped titanium oxide 



非鉛圧電酸化物 

圧電アクチエーター 

インクジェットヘッド 

コンパクトカメラ用駆動装置 

車の燃料噴射装置 

ニオブ酸ナトリウムカリウム NaKNbO3 



最適なニオブ酸アルカリ系 
圧電材料の量産化技術開発 

高性能無鉛圧電アクチュエータの開発 

１２ 

ナノテクノロジー 

（水熱合成法） 

アクチュエータ技術 

セラミックス 
ナノ粒子 

粒子合成メーカー  セラミックス会社 デバイス／自動車関連企業 
 ナノマテリアル セラミックス 電子機器、光学機器、自動車    

・新ナノ構造化技術 

・緻密微細構造技術 

・導電セラミックス技術 

・コストダウン技術 

 

実用化技術 

・量産安定化技術       

・コストダウン技術 

・複合化組成技術 

・ナノ粒子集積型八面体 

積層化の量産化技術
の開発 カメラ用超音波モーター 

ガソリン車用
インジェクタ 

（環境イメージ） （二段階焼結） 

工業用インクジェットプリンタヘッド 

・評価・解析技術 

・実装化技術 

・コストダウン技術 

・駆動制御技術 

東北大学 多元物質科学研究所 

 ナノ粒子合成技術・複合機能化 

熊本大学 大学院自然科学研究科 

 粒界微細組織制御・ドメイン制御 

八面体粒子 

川
上 

川
下 

（異業種・異分野） （異業種・異分野） 

再委託先 

シーズ ニーズ フィードバック 

村松研で開発したニオブ酸カリウムナトリウム粒子 
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インクジェットヘッド、カメラモータ用圧電材料 
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PEFC：固体高分子形燃料電池 

正極触媒 Pt代替材料開発 

非Pt系燃料電池電極  Ni(B)C 



欠点 
電極触媒に高価なPtが利用されている 

PEFC：固体高分子形燃料電池 

→ 家庭用・携帯用（携帯電

話、自動車など）電源として
注目されている 

利点 

作動温度が低い 

応答速度が速い 

電流密度が高い 

燃料電池普及の障害 

Pt代替電極触媒の開発が強く望まれる 

特に効率の悪い正極触媒の開発が急務 



Potential [V] 

C Ni/C Ni(B)C/C 
Pt/C 

Potential [V] 

NiC/DB(OSAB) 

NiC/VulcanC72 

Pt電極起電力に近づくNi(B)C系新電極 

ナノ粒子合成開発手法で調製 

NiC/DB(OSAB) 

開発した触媒 



光触媒： チタニア、ペロブスカイト 
 形態制御による量子効率改善 

ナノハイブリッド材料 
 無機ナノ粒子に液晶性を付与 

自己組織化ナノマテリアル 
 有機無機ハイブリッドデンドリマー 

ドラッグデリバリー用ナノ粒子 
 耐候性α-Feナノ粒子－磁化率を保持 

次世代三元触媒担体BaZrO3:Ce 

 独特の触媒活性を呈示 

まだまだ、たくさんの機能性ナノ粒子を 
         世に、送り続けています！ 

C3H7

F

F

F

O
NH2

F3NH2

K. Kanie and T. Sugimoto, J. Am. Chem. Soc., 125, 10518 (2003).

液晶性デンドロンを粒子表面に修飾することで球状金
ナノ粒子から二次元・三次元ナノ組織構造を構築

K. Kanie et al., J. Am. Chem. Soc., 134, 808 (2012).

より高い飽和磁化を有する磁性粒子の使用

生体に対し無害 （Ni や Coは人体に有毒）

化学的安定性が高い

γ-Fe2O3, Fe3O4ナノ粒子

比較的大きな飽和磁化
（γ-Fe2O3：Ms = 76 emu/g, Fe3O4：Ms = 90 emu/g）

高性能化

高飽和磁化材料：金属 α-Fe ナノ粒子

金属 α-Feナノ粒子
Ms = 218 emu/g (at bulk)

生体適合性：○

代替材料

磁性ナノ粒子の
新たなアプリケーション 高感度MRI

ドラッグデリバリー

生体医療分野

還元 表面酸化

Fe3O4 @ SiO2 α-Fe @ SiO2 α-Fe/Fe3O4

H2O/solvent = 43/57 (v/v)
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BaZrO3:Ce の三元触媒担体としての性能を Al2O3 と比較


